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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 くも膜下出血における脳血管攣縮に対する補体系の

関与を検討することを目的とした．

 方法

 くも膜下出血患者40症例において，髄液および血液

を経時的に採取し，C3aとC4aをRIA法にて測定し

た．これらの値と脳血管攣縮の指標となるDIND
（delayed ischemic neurological de丘cits）とを比較検

討した．さらに，thrombin活性を示し，凝固活性化の

指標であるFPA（fibrinopeptide A）も同時にRIA法

にて測定し，C3a， C4aと比較した．

 結果

 髄液中のC3a， C4aは発症初期に高値を示し（mean

C3a：787ng／ml， mean C4a：399ng／m1），経過ととも

に減少した（control C3a：102ng／m1， C4a：131ng／

m1）．発症48時間以内のこれらの値は，脳槽〉腰椎〉脳

室の順に高く，それぞれDIND群において，非DIND

群よりも有意に高値を示した．髄液中C3a， C4aはと

もに髄液中FPAと正の相関を示した．

 血漿中C3a， C4aにおいては， DIND群は（C3a：

167478ng／m1， C4a：175－252ng／ml），発症初期より非

DIND群（C3a：109－158ng／ml， C4a：169－215ng／ml）

より高値を示したが，ともに経過中有意な変動は示さ

なかった（control C3a：116ng／m1， C4a：156ng／m1）．

血漿中C3a， C4aは血漿中FPAと相関は示さなかっ
た．

 考察

 1．くも膜下出血後ただちにくも膜下腔髄液中にお

いて活性化補体因子は高値を示す．この機序としては

凝固系の活性化による補体系活性化が考えやすい．

 2．脳血管攣縮を呈する症例に髄液中C3a， C4aはく

も膜下出血初期に，より高値を示すことから，くも膜

下腔に出現するanaphylatoxinは，脳血管攣i縮の病態

に関与するものと考えられた．

 3．今回の測定からは，血漿中のanaphylatoxinの

脳血管攣縮への関与は明らかではなかった．

 結論

 補体はくも膜下腔髄液中において脳血管攣縮の病態

に関与する．
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論 文 審 査 の 要 旨

 くも膜下出血の外科的治療に際して，脳血管攣縮はその予後を著しく不良にする重大な随伴現象で，その対

策の確立が強く望まれているが，近時，その惹起物質ないし機序として，免疫学的な背景が注目されている．

 本論文は，くも膜下出血における脳血管攣縮に対して補体系関与の有無を検討し，凝固系の活性化によると

考えられる髄液中の活性化補体因子が，くも膜下出血直後に高値を示し，その後，経過とともに減少すること

から，くも膜下腔に出現するanaphylatoxinが，脳血管攣縮の病態に関与することを初めて明らかにしたもの

で，学術上価値ある論文である．
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